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別紙１－２ 

人間の道徳的判断の基礎にある心理過程の詳細が、近年の社会心理学的研究によ

って明らかにされるのに伴い、道徳判断の文化的基盤についても多くの知見が得ら

れている。本研究は、道徳判断の根拠とその理解が、同一文化内および異文化間で

どのように共有されているかを７件の実証研究をもとに分析することにより、道徳

判断の通文化性と文化的差異を解明することを目的とした。 
第１章で著者は、当該分野における理論を概観した後、「自律」「共同体」「神聖」

の各倫理が、道徳判断の文化的特質を分析する際の手がかりとして有用であると主

張する。また、心理学研究における「文化」の意味と、心と文化の相互構成的関係

について議論した後、これらを援用した著者の理論的枠組みを提示している。第２

章では、道徳判断の根拠に関する人々の素朴理解の内容が検討された。上述した３

種の倫理に関する違反状況の具体的記述を、日・米で多数収集し、各事例が違反の

定義に適合する程度を判定したところ、両国の大学生が各倫理を概ね正しく理解し

ていることを示した（研究１）。また日本では共同体倫理の違反事例が特に想起され

やすいことも示唆された（研究２）。第３章では、「状況サンプリング法」を用いて、

文化内および文化間での理解の一致を調べた。違反状況の産出者自身が用いる根拠

を基準とした分析では、特に共同体倫理の違反について、他国産よりも自国産事例

の根拠が正確に理解され、より非道徳的であると判断されることが示された（研究

３）。理論的定義を基準とした分析では、日本産の共同体倫理違反および米国産の自

律倫理違反の根拠が、ともに日米の両国で理解されやすく、また米国人参加者は全

般に、他国産事例よりも自国産事例を強く非難することが明らかになった（研究４）。

第４章では、ソーシャル・ネットワーク上における道徳関連の言説を、計算社会科

学的なアプローチにより分析している。まず、従来の英語版「道徳基盤辞書」をも

とに、その日本語版をコーパス分析などにより開発し（研究５）、さらにこれを

Twitter での道徳遵守・違反行為の記述に適用して、この辞書の妥当性を検証して

いる（研究６・７）。 
本研究は以下の点で高く評価できる。すなわち、道徳判断の内容に関する通文化

性と文化固有性を日米間で同定するのに成功したこと、道徳判断の文化的共有性を

手がかりに心と文化の相互構成的関係を明らかにしようとした着想の独創性と、そ

の理論的意義、そして多様なアプローチ法を採用した学際的意義である。一方、得

られた知見の間の相互一貫性や、理論的統一性について、より精緻な議論と実証的

検証の必要性が示され、今後の課題も明らかになった。 
以上の理由から、本研究には十分な学術的貢献が認められる。よって、本論文の

提出者である松尾朗子氏は博士（心理学）の学位を授与される資格があるものと判

定した。 
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